
令和 7 年度 千葉県立現代産業科学館 企画展 「うみ・千葉めぐり～魅力あふれる海の仕事～」について 

 

 *1 千葉県立現代産業科学館 主任上席研究員    - 1 -   *3 千葉県立現代産業科学館 研究員 
 *2 千葉県立現代産業科学館 上席研究員 

令和 7年度 千葉県立現代産業科学館 

企画展「うみ・千葉めぐり～魅力あふれる海の仕事～」について 
 

*1 山崎恵美子                                                         YAMAZAKI Emiko  

*1 鈴木淳一                                                           SUZUKI Junichi 

*1 森恭一                                                             MORI Kyoichi 

*2 大黒智晴                                                           OKURO Tomoharu  

*2 河野隆一郎                                                         KONO Ryuichiro  

*2 佐俣憲範                                                           SAMATA Yoshinori 

*2 鈴木敬子                              SUZUKI Keiko 

*3 鈴木辰英                                                           SUZUKI Tatsuhide 

 

要旨:令和 7年 10月 11日(土)から 11月 30日(日)の期間で、「うみ・千葉めぐり～魅力あふれる海の仕事～」

をテーマにした企画展を開催した。本稿はその概要報告である。資料提供をはじめとする、さまざま

な部分で協力を受けた企業や研究機関、学校などとの連携については、特徴的な展示資料とともに詳

述する。また、企画展の成果や課題などについてもふれる。 

執筆は、2(1)イを森、3(1)アカ・(2)ア・(5)アイを山崎、3(1)キを佐俣、3(1)オ・(4)アイ・4(4)(6)

を鈴木敬、3(1)クケコ・4(7)を大黒、3(1)イウ・(2)イウ・4(1)・6(4)を鈴木辰、3(3)アを鈴木淳・

河野、その他を河野が担当した。 

キーワード：海 企業・研究機関・学校などとの連携 職業 職業教育プログラム キャリア教育 

  

1 テーマの設定 

島国日本にとって、海は豊かな自然環境と人々

の暮らしを結びつける大切な舞台である。漁業や

海上輸送、マリンスポーツや観光、学びなど、そ

こには多様で魅力あふれる「海の仕事」が存在し、

地域の文化や経済を支えている。私たちは日常生

活の中でその恩恵を受けながらも、海で働く人々

の営みを意識する機会は多くない。一方で近年、

海洋資源の活用や環境保全の取組が進み、テクノ

ロジーの発展によって海の仕事も新たな形へと変

化している。 

今回の企画展では、主に千葉の海をめぐりなが

ら、その魅力と可能性に満ちた「海の仕事」の姿

を探る。漁業、港湾物流、安全対策と海洋調査、

学びとレジャーに焦点をあて、今昔の様子の解説

や仕事や技術を紹介した。さらに体験要素を数多

く盛り込むことで、子どもから大人まで楽しみな

がら海に関わる仕事や技術に触れるよう工夫した。 

また、当館では社会教育施設として学校と企業

などをつなぐ役割を担い、「職育」という視点から、 

県内の産業技術などに目を向ける機会を創出して

きた。今回は県内を拠点として活動している企業

や千葉県伝統的工芸品に指定されている染物職人

の技術などを取り上げた。また企業や職人に対し

て職業インタビューを実施し、それぞれの職業観

を紹介することで、子どもたちのキャリア教育に

も役立つ内容とした。関連イベントでも、協力団

体に職業や研究の紹介を依頼し、見学者にとって

職業教育の一環となるよう実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 駐車場側入り口の様子 

 



千葉県立現代産業科学館研究報告第 32 号(2026.3) 

- 2 - 
 

2 展示概要 

(1) 企画展示の単元構成 

ア 第 1章 変わっていく漁業 

人と海との関わりとして、食糧を得るための漁

業は最も基礎的な営みの一つである。島国である

日本は、漁業の対象となる魚介類が豊富であり、

漁法もさまざまである。千葉県も三方を海に囲ま

れており、大小さまざまな漁港が存在する。外房

は北からの親潮と南からの黒潮が交錯する潮境で

あり、利根川からの汽水も流れ込む。特に銚子港

は国内でも有数の水揚げ量を誇る漁港であり、令

和5(2023)年度の水揚げ量は約 18万9千トンとな

っている。内房は全国でも有数の浅海漁場であり、

ノリ養殖業やアサリなどの貝類漁業が盛んな地域

である。「江戸前」という言葉に象徴される通り、

昔から味のよい多様な魚種を採ることができる好

漁場として知られている。 

今回の展示では、県内の漁師町として銚子・和

田浦・浦安を紹介し、各地域で用いられてきた漁

具や漁法について紹介した。また世界的に注目さ

れている最新の養殖技術についても触れた。 

江戸後期～昭和中期に使用された漁具を中心に

紹介することで、漁師の工夫や知恵に触れてもら

うことを目的とした。国内有数の水揚げ量を誇る

銚子、捕鯨活動が残る和田浦、かつて海苔漁や貝

漁で栄えた浦安を取り上げ、県内漁業の多様な姿

を知ってもらう機会とした。また、東京海洋大学

が研究している新たな魚種の研究と、養殖を通し

た地元企業とのつながり方を紹介した。他にも、

釣り体験コーナーを設置し、未就学児から大人ま

で楽しみながら千葉で獲れる魚について学ぶこと

ができる場とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 第 2章 千葉の発展を支える千葉港～港で働く～  

千葉港の概要や特徴、国内外との結びつき、公

共岸壁と企業岸壁、物流と港湾荷役の効率化につ

いて解説した。体験として天井クレーンシミュレ

ータを展示した。展示スペースの制約から公共岸

壁の例として千葉中央埠頭と千葉出洲埠頭、企業

岸壁の例として日本サイロ株式会社と東洋合成工

業株式会社高浜油槽所を紹介した。展示しきれな

い詳細な情報や補足的な情報は、映像アーカイブ

や専門機関の HPに行けるよう QRコードを表示し

た。荷役機械の実物展示であるフォークリフトは、

エントランスホールで展示した。 

千葉中央埠頭には、コンテナターミナルや千葉

ポートタワーなどがある。コンテナターミナルに

は県が設置した 2基のコンテナクレーンがあり、

コンテナ、コンテナ船、コンテナクレーン、コン

テナターミナルの組み合わせが、物流と港湾荷役

の効率化に革新的な変化をもたらしたことを解説

した。理解を促進するため、ワンハイラインズの

コンテナ船荷役を映像でも紹介した。千葉ポート

タワー展望フロアから周囲を見渡したパノラマ写

真を展示し、現地をイメージしやすくした。 

千葉出洲埠頭には大王海運株式会社が運航する

RORO船がほぼ毎日発着している。RORO船も効率化

に革新的な変化をもたらしたことを解説するとと

もに、RORO船での仕事への興味を喚起するために

山九株式会社による乗用車やトレーラの積み込み

映像や RORO船の Q&Aを展示した。 

港湾だけでなく各所の荷役の効率化に貢献して

いるフォークリフトについて、カウンターバラン

ス型バッテリーフォークリフトの実物を展示し、

パレットの上げ下げを不定期で実演した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2 第１章の展示風景 

 

図 3 第 2章の展示風景 
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ウ 第 3章 海と安全 

海は私たちに多大な恩恵を与えてくれる一方で、

大きな危険も伴っている。平成 23(2011)年東北地

方太平洋沖地震により発生した大津波は、福島県

相馬市では 9m以上の高さに達し、岩手県宮古市で

は、遡上高 40.5mを記録するなど、甚大な被害を

もたらした。また、水遊び中の子どもによる溺水

事故は、毎年夏になるとニュースで耳にすること

が多い。海と共に生きるには、こうした災害や事

故に備える必要がある。そのためには、日頃から

正しい知識を身につけ、危険を予測する姿勢が求

められる。 

海を活用するためには、海洋や海底の調査が欠

かせない。漁業にしても船の航行にしても、地形

の把握や生物の調査は必須である。日本国内では

明治 4(1871)年に兵部省海軍部水路局が設立され

て以来、近代技術を用いた測量や海図作成が行わ

れてきた。これらは国防上の問題に限らず、大小

さまざまな船が港を使用し、安全に航行するため

にも必要不可欠である。 

海と共存するには、活用していくための技術や

取組が必要である。ここでは、海との共存に関わ

る安全対策と海洋調査に関する内容を紹介した。

安全対策としては、防災シェルター、水上ドロー

ンを活用した海難救助システム、海上自衛隊の取

り組みを紹介した。海洋調査に関しては、海上保

安庁や無人海底調査機を紹介し、それぞれの技術

や仕事内容、製品の工夫や特徴などを紹介した。

さらに、私たちが抱える海に関わる危険や災害と

関連付けることで、海の安全の重要性を認識して

もらう内容とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 第 4章 海に親しむ 

千葉県外房地域には、旭市からいすみ市にかけ

て雄大な九十九里浜が広がっている。全長約 66km

に渡る国内でも有数の砂浜海岸であり、県民にと

っても観光客にとっても魅力的な余暇の場であり、

年間を通じて賑わいを見せている。さらに千葉県

は、海に関する学びの場が充実している点も特徴

的である。県内には水産や海洋に関する専門的な

教育を行う県立高校が 3校設置されており、全国

的にも岩手県の 4校に次ぐ多さで、全国で 2位の

校数である。これらの学校では、海洋資源の活用

や水産業の基礎、船舶運航の知識など、海ととも

に生きる地域ならではの学びが提供されている。 

ここでは、「楽しむこと」と「学ぶこと」を 2つ

の柱として、千葉県と海との関わりを紹介した。

千葉県外房地域には、良質な波が打ち寄せること

から全国的にサーフィンが盛んな地域であり、県

としてもマリンスポーツの普及や環境保全に積極

的に取り組んでいる。サーフィン文化を支える存

在として、サーフボードやウェットスーツを手作

業で製作する職人たちの高度な技術にも注目した。

彼らの仕事には、海を知り、波を読み、使い手の

体に寄り添う繊細な感性が求められ、その技術は

地域の文化としても受け継がれている。 

また、海で働く未来を目指す若者たちを支える

教育機関として、県内の水産科を設置する県立高

校の取組を紹介するとともに、横浜にある短期大

学校にも触れた。これらの学校は、水産業や港湾

物流など、海に関わる幅広い分野への入り口であ

り、地域の海を未来へつなぐ人材育成の拠点とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図 5 第 4章の展示風景 

X 

 

図 4 第 3章の展示風景 
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図 6 会場マップ 

 

図 7 企画展示室内の配置 

 

(2) 会場 

主会場である企画展示室を中心に、エントラン

スホール、特設コーナー、サイエンスドームギャ

ラリーなど、館内各所で広く展開した。来館者に

は、入館時に解説パンフレットを配付して案内し

た。会場内では順路を定めず、見学者が興味のあ

る場所から自由に見学できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主会場となる企画展示室は、出入り口にフォト

スポットを設置し、来館者に認識してもらいやす

いようにした。また室内を４つのエリアに分け、

中央に休憩用イスを設置したことにより、見学者

の自由な動線を確保し、滞在時間の増加を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 調査研究 

(1) 企業との連携 

ア 株式会社さかなドリーム 

近年は日本の漁業生産量が最盛期の 3分の 1ま

で減少し、「獲る漁業から育てる漁業への転換」が

求められている。この流れを受け、海の資源や魚

(生態環境)を守りながら「世界一旨い魚」を提供

すること、さらに地元との密接な連携を図り、雇

用促進や地域活性化、観光産業への貢献にもつな

げていきたいという動きが活発化している。 

千葉県でも水産養殖のスタートアップ企業が地

元の漁協とタッグを組み、都心から南へ約 70km離

れた富浦漁港(南房総市富浦町)の沖合で、幻の魚

「カイワリ」と南房総産「金アジ」を両親に持つ

『夢あじ』の養殖に成功した。『夢あじ』は、カイ

ワリ由来の豊富な旨味と金アジ由来の上質な脂ノ

リを兼ね備えた新たな養殖魚である。また、先天

的に繁殖能力を持たないことから、生簀から魚が

逃げ出した際にも生態系への悪影響を防止するこ

とが可能となった。 

株式会社さかなドリームは、令和 5(2023)年、

起業した会社である。世の中に知られていない「幻

の魚」に着目し、東京海洋大学発の養殖手法を用

いることで、日本に生息している魚を掛け合わせ、

最高に旨い魚を生みだし、世の中に安定的に届け

ることを目指した試みは、養殖から販売まで一気

通貫の新たなビジネスモデルとして確立されたと

いっても過言ではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 夢あじ回遊の様子  
図 8 協力：株式会社さかなドリーム 

図 9 生簀での作業風景  

図 8 協力：株式会社さかなドリーム 

出入口

ＣＨＰ

ネ
ク
ス
ト
レ
ベ
ル

フォトス

ポット

岡
本
硝
子

光レジン工業アルファ

リアリティ

トヨタ

L＆F

つ
り
コ
ー
ナ
ー

岡本硝子

海上保安庁東洋合成工業

高浜油槽所

さかな

ドリーム

浦
安
市
郷

土
博
物
館

勇魚文庫

勇魚文庫

港湾物流に関するパネル展示

海上自衛隊

日
本
マ
ル
チ

コ
プ
タ
ー
協
会

キッズスター

額賀屋染工場

外川ミニ

郷土資料館

浦安市郷土

博物館

浦安市郷

土博物館

《千葉の発展を

支える千葉港》

《海と安全》

《海に親しむ》

《変わりゆく漁業》

解説員

港湾カレッジ 館
山
総
合
高
校

大原高校銚子商業高校

解説員

イス

イス

釣
り
人
模
型



令和 7 年度 千葉県立現代産業科学館 企画展 「うみ・千葉めぐり～魅力あふれる海の仕事～」について 

 

    - 5 - 
 

イ 額賀屋染工場 

額賀屋染工場は、江戸時代から続く老舗染物店

である。主に万祝式大漁旗や店舗用ののれんの制

作を手掛けている。そのほかにも染物の技術を生

かし、文庫本のカバーやコースターなどの日用品

の制作・販売も行っている。現 9代目店主の宮澤

雅樹氏は、父の紀年氏に続き、「千葉県指定伝統的

工芸品」の染色分野での指定を受けている。 

今回の企画展では、万祝式大漁旗を展示した。

万祝式大漁旗とは、江戸時代に漁師の間で広まっ

た豊漁を祝う晴着「万祝着」の図柄を船旗に描い

たものである。「万祝式」とは「万祝着」の染色技

術を継承したもので、綿布にもち米の糊で文字や

絵を描き染色したものである。万祝式大漁旗は大

漁の知らせをいち早く港に伝えたり、縁起を担い

だりする目的で船首に掲げたのが始まりである。

そのため、図柄は鮮やかな色彩や大胆な構図で描

かれることが多く見受けられる。現在では、お正

月や漕
こ

出式
いでし き

、進水式などのめでたい機会に掲げら

れる。 

今回の企画展では、エントランスホールの吹き

抜けとなっている 2階部分に 4点の作品を展示し

た。万祝式大漁旗は、下絵描きから最後の仕立て

に至るまで、すべてを手作業で行っている。展示

室の入口横には、その制作工程がわかるパネルを

掲示した。科学館に入館した時から目に入る展示

となっているため、上を見上げて、興味をもって

見学する来場者が多く見られた。千葉県の伝統的

工芸品の素晴らしさや重要性を伝えられる良い機

会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 東洋合成工業株式会社高浜油槽所 

東洋合成工業株式会社は、昭和 29（1954）年に

医薬品用化学製品の製造・精製から始まり、昨年

70周年を迎えた歴史ある企業である。高浜油槽所

は、昭和 46 年（1971 年）に液体化成品タンク保

管業務を行うことを目的とし、市川市に開設され

た。 

今回の企画展では「千葉の発展を支える千葉港」

のコーナーで、「ロジスティック事業」をテーマに

展示を行った。「ロジスティック事業」というと仕

事の内容や、私たちの生活との関連が見えにくい

分野である。 

展示内容として、映像による高浜油槽所の紹介、

液体化学品が使われている日用品の展示、高浜油

槽所の 1/150サイズのジオラマを設置した。展示

されている雑誌やお菓子、お酒などを見て、高浜

油槽所で取り扱っている液体化学品が、身近にあ

るさまざまな日用品の原料となっていることに驚

いている様子が見られた。また、1/150 サイズの

ジオラマはとても精巧である。船で運ばれてきた

液体化学品が、タンクに運ばれる様子を「緑」、タ

ンクからローリー車に運ばれて出荷されていく様

子を「橙」の LEDライトにより色分けされて示さ

れており、視覚的に高浜油槽所の動線を理解する

ことができる展示となった。他にもタンクの配置

や距離感などが精密に再現されていた。 

この展示を見ることで、「ロジスティック事業」

についての理解を深めるだけでなく、私たちにと

って身近な仕事であることを実感できたのではな

いかと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 万祝式大漁旗展示風景 協力：額賀屋染工場 図 11 ジオラマと化成品の展示風景 
       協力：東洋合成工業株式会社 
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エ アルファリアリティ株式会社 

アルファリアリティ株式会社は、XR技術を活用

した業務支援ツールを開発・提供する企業である。

今回の企画展では天井クレーンシミュレータを借

用し、港での仕事の一端を、見学者が体験できる

場所を設定した。 

このシミュレータは「クレーン・デリック運転

士」の資格を取得するための実技試験を想定して

開発された。天井クレーンは港湾に限らず多くの

場面で活用されており、運転士の人材確保は重要

である。しかしながら、実技試験の合格率は約

50％※となっており、その大きな障壁となってい

る。より多くの受験者が試験に合格し、運転士と

して活躍できるようにとの願いから開発されたの

がこのシミュレータである。VR技術の使用とコン

パクト設計のため、場所を選ばず、一人でも安全

に訓練できる。また、アルファリアリティ株式会

社代表の矢田部氏自らが全国各会場の実技試験用

天井クレーンの操縦を体験し、その使用の再現を

可能にしていることから、多くの企業や学校で実

技試験に向けた訓練用として導入されている。 

見学者には、簡易コースでの操縦のみの体験と

した。実際の天井クレーンと同様に配置された運

転席や、物理演算で再現された吊り荷の挙動によ

って、本物の天井クレーンの操縦に近い体験を提

供できた。健康面への配慮から、VR技術の体験を

実施できなかったことは残念だが、未就学児から

大人まで幅広い年齢層の見学者が操縦を楽しむ姿

が見られた。天井クレーンや港湾での仕事に興味

を持つきっかけ作りとしては、十分成果があった

ものと考える。なお、合計 2,806人が本シミュレ

ーションを体験した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 株式会社光レジン工業 

株式会社光レジン工業は、FRP をはじめとする

強化プラスチック製品の製造・販売をする会社で

ある。FRP は軽量かつ高強度、高耐久性という特

長を持ち、宇宙・航空産業、自動車、建設、医療

などさまざまな分野で活用されている。創業以来

50年、FRP分野の研究・開発に努め、耐荷重 30ト

ンの地震対策防災シェルター「CL-HIKARi」の開発、

販売など、FRPの新たな可能性に挑んでいる。 

本展示では、第 3章「海と安全」において、防

災シェルター「CL-HIKARi」とその関連品の展示を

行った。東日本大震災で経験した津波の恐ろしさ

を教訓として、現在、さまざまな防災シェルター

が開発・販売されている。そのなかでも「CL-HIKARi」

は、海に投げ出された時でも入口が常に上を向く

構造であること、海で発見しやすい色の設定、津

波以外の土砂災害、火事などにも対応できること、

コンパクトで適度な重量、設置工事が不要である

ことに加え、一般家庭で購入できる価格帯である

ことなど、多くの特徴がある。一般家庭だけでな

く、福祉施設、病院などへの設置も有効である。 

見学者には、自由にシェルターの中に入っても

らい、その広さや構造を体感してもらった。大人

や子どもなどあらゆる世代が中に入り、合計4,228

人が体験した。また製品の価格や、内部の空気は

どれくらい持つのかなど、さまざまな質問が寄せ

られ、津波や土砂災害など、海の安全に対する関

心の高さが感じられた。 

この展示を見学・体験することによって、FRPと

いう素材が海でも有効であること、津波対策の一

つとしてのシェルターの存在について紹介できた

と思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 図 12 天井クレーンシミュレータ体験風景 
      協力:アルファリアリティ株式会社 

図 13 防災シェルター体験風景 
         協力：株式会社光レジン工業 
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カ 一般社団法人日本マルチコプター協会 

一般社団法人日本マルチコプター協会（JMA）は、

平成 30(2018)年に設立され、「Sky life for 

everyone 〜 いつかあたりまえになること 〜 」

をビジョンに掲げ、「ドローンの普及活動」「ドロ

ーン飛行による安全な社会を目指す活動」を行っ

ている。併せて、ドローンによる新たな地域社会、

市場、産業の発展の推進を目指すため、教育・地

域貢献・地域活性化を中心として活動している。 

今回展示した自社開発であるマリンボードは、

“リモート操作型ボディボード”として設計され

た。コントローラーを操作することで、遠隔から

迅速かつ安全に被災者の元へ駆けつけることが可

能である。また、特別な資格を必要とせず、誰で

も簡単に操作できる設計となっている。重量約

15kgと軽量であり、大人一人でも簡単に持ち運ぶ

ことができるため、救助現場への迅速な展開が可

能となる。機体はわずか 2秒で起動し、最高速度

は 8m/s（約 30km/h）に達し、通信可能距離は最大

500m、連続稼働時間は約 50分を実現している。ま

た、救助活動中に転覆しても、即座に復元できる

設計を採用し、安全性を確保している。 

マリンボードは、消防や自衛隊などの災害救助

機関での活用を想定しており、荒波や狭い水域で

も高い機動性を発揮する。例えば、津波による浸

水地域や河川氾濫による孤立地域では、迅速に被

災者の元へ接近し、救助を行うことが可能である。

将来的には救助活動だけでなく、環境調査や観光

業、海洋研究など、社会の多様なニーズに応える

活用も想定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ 岡本硝子株式会社 

岡本硝子株式会社は、千葉県柏市に本社を置く

特殊ガラスメーカーである。東京都と千葉県の中

小企業、大学、海洋研究開発機構による無人深海

探査装置「江戸っ子 1号」の開発プロジェクトに

参加し、平成 25(2013)年は「江戸っ子 1号」を利

用した深海底調査において、海底生物の３D フル

ハイビジョン撮影に成功するなどの成果を収めた。

平成 27(2015)年からは、同社が幹事会社となる形

で事業化グループを結成し、内閣府戦略的イノベ

ーションプログラム（SIP）第１期「次世代海洋資

源調査技術」、SIP第２期「革新的深海資源調査技

術」に採用され、深海底の資源開発調査や生分解

プラスチックの長期分解試験などにおいて、大き

な成果を残した。現在進行中の SIP第３期「海洋

安全保障プラットフォームの構築」においても、

「江戸っ子１号」は水中通信技術の構築に向けた

実証実験に貢献するなど、利用範囲が拡大されて

いる。 

今回の展示にあたっては、岡本硝子株式会社の

協力により、「江戸っ子１号」の本体（実物）1機

と構成部品の心臓部ともいえる「ガラス球（岡本

硝子製）」を展示することができた。深海底におけ

る調査成果や「江戸っ子 1号」の構造などについ

てパネルで解説するとともに、深海底での調査の

様子についても映像で紹介した。また、３D プリ

ンターで作成した「江戸っ子 1号」ラインナップ

模型も展示したことで、写真だけでは解りにくい

立体構造や用途に応じたバリエーションなどを確

認しやすい展示となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15  「江戸っ子 1号」本体（実物）とガラス球展示 
図 15  協力：岡本硝子株式会社 

図 14 新たなマリンボードのスペック   
図 14 協力：一般社団法人日本マルチコプター協会 
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ク 株式会社カルホルニアハワイプロモーション 

株式会社カルホルニアハワイプロモーションは

昭和 51(1976)年創業の老舗サーフボードメーカ

ー、サーフショップである。長い歴史の中で培っ

た経験をもとに、多くのサーファーに愛されるカ

スタムボードを製造している。また、サーフレッ

スンも実施しており、千葉県のサーフライフを支

えてきた企業である。 

今回の企画展では、完成品のショートボード、

加工前の状態であるブランクスを借用し、展示を

行った。この 2つを並べて展示することで、ブラ

ンクスが削られ、コーティングされ、美しいボー

ドが作られる工程、そして職人の技を見学者自身

の目で確かめられるようにした。実際に手に取る

ことのできるブランクスの一部分や、ラミネート

する際に使用するガラスクロスも併せて展示する

ことで、よりイメージしやすい内容となった。 

また、企画展示室入口前に設置したフォトスポ

ットでは、多くの子どもがボードの上に乗ってポ

ーズを決める姿が見られ、写真を撮る保護者も含

め楽しんでいる様子が見られた。普段サーフィン

に馴染みのない人にも、親しむ機会を提供するこ

とができたものと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケ 株式会社ネクストレベル 

株式会社ネクストレベルは有限会社オーシャン

サプライズの後継会社として平成 25 年(2013 年)

に創立されたウェットスーツメーカーである。そ

れまでの常識を覆し、生地厚オール 1mmで縫い目

のないシームレスのフルスーツを世界で初めて販

売した実績がある。世界最小の 3パーツのみで作

られたスーツも開発し、高い技術でサーファーた

ちの快適なサーフライフを支えている。また、近

年は漁業で役目を終えた漁網やリサイクル素材を

有効活用した高機能リサイクルマテリアルを採用

し、環境に配慮したスーツも製造している。環境

保護と高機能製品の開発を両立する企業である。 

今回借用したのは、シームレスのフルスーツで

ある。従来の工程では、針を用いて糸を通すこと

で生地と生地を縫い合わせる縫製を行っていたた

め、生地に穴が開いてしまっていた。縫製には、

一定方向にしか生地が伸びないことや、穴を開け

た部分から水が入るリスクが高まることなどの課

題があったが、ミクロ単位の薄さのフィルムテー

プを採用したことにより、シームレスを実現し、

生地に穴を開けずにスーツを作ることを可能とし

ている。これにより、生地の伸縮性を損なわない

だけでなく、防水性、保温性を高めることにも寄

与している。 

生地の厚さが違う 2着のフルスーツに加え、見

学者が装着できるようアーム部分も展示し、文字

の説明だけでは伝わらない、職人の熱意とこだわ

りが込められた技術に触れてもらう機会となった。

見学者が千葉の海とサーフィンの繋がりを感じら

れたものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 サーフボード展示風景 
図 16 協力：株式会社カルホルニアハワイプロモーション 
 

図 17 フォトスポット体験風景 
図 17 協力：株式会社カルホルニアハワイプロモーション 

図 18 ウェットスーツ展示風景 
      協力：株式会社ネクストレベル 
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コ 株式会社キッズスター 

株式会社キッズスターは平成 26(2014)年の設

立以来、「子どもの“夢中”を育て、応援する」と

いうミッションのもと、ファミリー向け社会体験

アプリ「ごっこランド」などの開発・運営及びイ

ベントの企画・運営を行っている企業である。 

 「ごっこランド」は、子どもたちがごっこ遊び

を通して、社会のしくみを学べる無料の社会体験

アプリであり、150 本以上の知育ゲームを収録し

ている。さまざまなデジタル疑似体験を通して子

どもの興味や好奇心を刺激し、自発的な学習意欲

を引き出すきっかけを提供している。 

実在する 90 以上の企業が自社のパビリオンを

出店しており、企業やブランドの認知度や好感度

の向上にもつながっている。また、アプリ内で見

ることのできるデジタルブック「ジモトガイド」

は広島県呉市や神奈川県横浜市などの地域の魅力

を伝えるものとなっており、企業だけでなく、地

方とファミリーをつなぐ役割も果たしている。 

 アプリの製作・配信に加え、リアルイベント「ご

っこランド EXPO」も定期的に開催しており、子ど

もが主体的に体験しながら参加できる機会を提供

している。 

今回の企画展では、多くのパビリオンの中から、

倉庫を舞台とした物流に関する体験ができる「そ

うこのおしごと体験（株式会社豊田自動織機）」、

海の埋立てや航路をつくる体験ができる「わくわ

く！うみのけんせつ！（東亜建設工業株式会社）」、

さまざまな船や船内の機器の様子を見ることので

きる「ジモトガイド広島県呉市（三工電機株式会

社）」について体験コーナーを設けた。未就学児を

中心に体験者が多く、海に関する仕事に目を向け

ることができる展示となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 博物館との連携 

ア 勇魚文庫 

南房総市では、平成 8(1996)年に南房総市和田

浦の捕鯨会社の隣に、本格的なクジラ資料館を建

設する計画が進められていた。しかし、計画は実

現されず地域の人々は意気消沈していた。 

そのような状況の中で、南房総市から日本屈指

のクジラコレクターである細田徹氏に「鯨で町お

こしをしたいので協力してもらいたい」と依頼。

細田氏の「東京近郊でクジラ資料を展示したい」

という思いと合致し、小体ながらも、和田地域セ

ンターの一部を利用してクジラの資料館を設営す

る話が進んだ。さらには、現在、（一財）日本鯨類

研究所顧問であり、東京海洋大学の名誉教授の加

藤秀弘氏の協力により、シロナガスクジラの全身

骨格標本が施設の顔として展示された。南房総市

和田浦に日本の捕鯨文化を伝える手作りのクジラ

資料館「勇魚文庫」が誕生した。国内外から約 2万

点以上のクジラ関連資料を収集し貴重な資料を通

じて、「日本人とクジラの歴史的なつながり」を多

くの人に知って欲しいという思いが込められてい

る。 

和田浦は国内に 4ヶ所しかない捕鯨基地があり、

関東唯一の地である。毎年 6～8月にかけてツチク

ジラが水揚げされるため鯨食文化が地域に根付い

ており、竜田揚げ、クジラ汁、クジラステーキ、

クジラのタレなど食卓に彩りを添えるとともに、

健康志向の高まりにより鯨肉のおいしさを見直す

きっかけにもなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 19 ごっこランド体験風景  
図 19 協力：株式会社キッズスター 図 21 グリーナー砲展示風景 協力：勇魚文庫 

図 20 鯨の髭や歯の展示風景 協力：勇魚文庫 

 



千葉県立現代産業科学館研究報告第 32 号(2026.3) 

- 10 - 
 

図 22 ガタ体験風景 協力：浦安市郷土博物館 

図 23 ベカ舟展示風景 協力：浦安市郷土博物館 

図 24 外川地方で使用されていた漁具 
図 24 協力：外川ミニ郷土資料館 

イ 浦安市郷土博物館 

 浦安市郷土博物館は、かつての漁師町としての

歴史や町並みと、埋め立て事業以降に海浜都市と

して躍進してきた浦安市のまちづくりの展示など

を行う博物館である。 

今回の企画展では「変わっていく漁業」のコー

ナーに、昔使われていた漁具である「ガタ」、「イ

カ藻」、「アオサギ釣り用の釣り竿と脚立」、「ベカ

舟や打瀬船の模型」そして、エントランスホール

には「実物のベカ舟」の展示を行った。 

アオギス釣り用の脚立は、警戒心が強いアオギ

ス釣りには欠かせないものであり、遠浅の海に脚

立を立てて釣りをする様子は、昔の浦安の風物詩

でもあった。展示の工夫として、釣りの様子を少

しでもイメージできるよう、木材と新聞紙、紙粘

土を用いて人形を作成し、脚立に座らせ、竿を握

って釣りをしている釣り人の様子を再現した。 

 貝の選別を行うために使う漁具「ガタ」は実際

に体験できるようにした。体験で使用した貝殻は、

大きい貝殻には本物のあさりの貝殻を用意し、エ

ポキシ樹脂でコーティングし、簡単に割れないよ

うにした。稚貝については、実物を準備すること

ができなかったため、ふるい落とされる大きさに

なるよう、紙粘土を使って工作した。  

実際に体験した見学者は、ガタをゆすって貝の

選別を楽しみながら、昔の漁具の仕組みについて

感心している様子であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 外川ミニ郷土資料館 

外川ミニ郷土資料館は、活魚問屋である有限会

社〆印島長水産の 3代目夫人である島田泰枝氏と、

その長男で 4代目の島田政典氏によって設立され

た。昔使われていた漁具や外川の町の様子や、銚

子電鉄の昔や今の写真などの資料が展示されてい

る。 

今回の企画展では「変わっていく漁業」のコー

ナーに、昔使われていた漁具である「メンパ」、「網

張用の網針」、装飾品としても使われた「カジキの

骨針」を展示した。「メンパ」は、漁師が使ってい

た弁当箱である。また、緊急時の浮きとしても使

われていた。どの展示物も普段見る機会が少なく、

見学者はじっくりと観察していた。 

 

 

 

 

(3) 学校との連携 

 ア 千葉県立銚子商業高等学校 

千葉県立大原高等学校 

   千葉県立館山総合高等学校 

港湾能力開発短期大学校横浜校 

現在、県内の水産科設置校は、他学科との併置

校となっている銚子商業高校海洋科、館山総合高

校海洋科の 2校である。また、総合学科として大

原高校に水産に関する系列を設置している。 

銚子商業高校海洋科では、1 年時には「水産海

洋基礎」などの基礎科目を学び、2年時からは、資

源管理型漁業を目指す「海洋環境コース」と水産

物を主とした食品加工・利用、食品の流通や情報

処理について学ぶ「食品総合コース」で学ぶこと

ができる。今回の展示では、海洋科３年生の課題

研究の授業で、地元の講師に指導を仰ぎ、体験し

た「色彩魚拓」を紹介した。生徒は「色づかいが

出来栄えのポイントになる」と地元の講師から教
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図 25 展示風景 

えを受け、魚の細かな観察を行った。水産系高校

を紹介するフェアでは、来場者が「色彩魚拓」を

体験する機会を設け、広報にもその技術を披露し

ている。 

大原高校総合学科では、1 年時に共通でキャリ

ア教育を学び、2年時からは海洋学科系列を含む 4

つの系列（園芸・生活福祉・普通）に分かれて学

習する。水産業や地域の海で海洋環境やマリンス

ポーツなどを学び、海洋系の産業に従事するため

に必要な知識・技能・態度を身につけている。主

な実習として「アワビ・ヒラメ種苗生産」「航海・

潜水実習」「ダイビング実習」「小型船舶実習」な

どを学んでいる。今回の展示では生徒の実習風景

や地域住民とのヒラメの種苗放流の様子を映像で

流し、多くの見学者が学習内容の豊富さを実感す

ることができた。普段目にすることのない数々の

仕掛けやスキューバダイビング用具を借用して漁

業の実際を垣間見ることができた。 

館山総合高校海洋科では、1 年時は「水産海洋

基礎」「小型船舶」などの基礎を学び、2年時から

は 4コースに分かれて専門的に学ぶ。コースは海・

船・魚を広く学び、漁業や船舶に関わる産業に従

事し、海技士（航海）を養成する「海洋生産コー

ス」、機械工学を学び、海技士（機械）を養成する

「海洋工学コース」、海洋生物や海洋環境を学び、

水産資源を管理し活用できる人材を育成する「栽

培環境コース」、水産物を中心とした食品加工・生

産・安全管理・流通までを学びそれらの仕事に従

事する人材を育成する「食品コース」がある。 

港湾能力開発短期大学校横浜校は、港湾物流科

と物流情報科を設置し、港湾業界で活躍する人材

を育むことを目指している。各種資格の取得、企

業との連携など、実技に重きを置いている。今回

は、映像資料のみの展示であったが、学習の様子

や生徒の活動の様子などが盛り込まれており、見

学者にも分かりやすい内容となっていた。 

 

 

 

 

 

 

(4) 官公庁との連携 

ア 海上保安庁海洋情報部 

海上保安庁は、海上の安全と治安の確保のため

に設立され、海上における海難救助、犯罪の取締

り、領海警備、環境保全、災害対応、海洋調査、

船舶の航行安全などを行っている。今回は、数あ

る業務の中から、海洋調査に焦点をあて、それを

担う海洋情報部の紹介を行った。 

海洋情報部の海洋調査は、「航海の安全」「海洋

権益の確保」「防災と環境保全」などを目的とし、

調査に特化した「測量船」などを使用して調査を

行っている。航海安全や海洋権益の確保につなが

る日本周辺海域の水深や潮汐・潮流の調査、地震

や海域火山噴火などの自然災害の防災・減災のた

めの海底地殻変動観測や海域火山調査などを行い、

調査で得られた情報を基にした海図作製、WebGIS

サービス「海しる」を使った情報の発信、研究成

果の学会発表などを行っている。 

 展示では、明治時代の海図、戦前までの海洋調

査の方法や道具、現代の海洋調査の道具を展示す

るとともに、部署ごとに分けた海上保安官の仕事

内容、これらの仕事に就くための複数の就職方法

を示した。また特設コーナー前には顔出しパネル

を展示し、フォトスポットとして活用した。 

海上保安官の仕事に調査・研究の仕事が含まれ

ることを知らない見学者も多く、海の安全の仕事

についての一端を示すことができたと感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 27 特設コーナー展示風景  

協力：海上保安庁海洋情報部 

図 26 測量機具 
図 26 協力：海上保安庁海洋情報部 
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イ 海上自衛隊 

海上自衛隊は防衛庁に所属し、沿岸警備や後方

支援、災害派遣などを行っている。「我が国の領域

及び周辺海域の防衛」「海上交通の安全確保」｢安

定した望ましい安全保障環境の創出｣を目標とし

て掲げ、戦後に発足した。 

具体的な業務としては、国外では海上輸送ルー

トの安全確保や海賊被害への対処、海外における

災害発生時の国際緊急援助など、国際会社と連携

した「国際防衛協力」がある。また「南極地域観

測協力」では、人員や物資の輸送を担い、日本の

科学研究を支えている。国内では「災害派遣」と

して自然災害時における救援物資の輸送、被災地

での生活支援、さらには海上での捜索・救助を行

っている。 

 組織は護衛艦隊 1 分隊～5 分隊、航空集団、潜

水員、特別警備隊に分かれて業務を行っている。 

 展示では企画展示室に海上自衛隊についての概

要解説、特設コーナーに組織図や業務概要の解説、

両展示室に護衛艦などの模型、艦艇
かんて い

写真パネル

（砕氷
さいひょう

艦、掃海
そうか い

艦、輸送艦、潜水艦、海賊対処水

上部隊、横須賀吉蔵岸壁での満艦飾
まんかんしょく

）、大型ポスタ

ー（リシ・スナク英国首相護衛艦、「いずも」視察、

護衛艦「かが」F-35B騎乗運用試験）を展示した。

また、海上自衛隊お仕事紹介 DVD放映を行い、特

設コーナー前に顔出しパネルを設置し、フォトス

ポットとした。 

 この展示によって海上自衛隊の多方面にわたる

仕事が多少なりとも紹介できたと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) サイエンスドームギャラリー 

ア 千葉県立中央博物館 

千葉県立中央博物館デジタルミュージアムにお

いて収集されている資料中に、故・林 辰雄氏撮影

写真集がある。これらは時代の面影を残した優れ

た写真であるとともに、埋立てによりすっかり変

貌してしまう以前の、昭和 30年代の東京湾岸の生

活と自然を記録した貴重な資料である。 

今回は 14点の作品を借用し、サイエンスドーム

ギャラリーで「海と共に生きる～波音の記憶～」

を開催した。東京湾岸で海苔漁を生業として生き

る人々の暮らしぶりや船橋市場の賑わい、大量に

水揚げされた浦安沿岸のアサリ、今では幻の魚と

なったアオギス漁の様子、九十九里から外房地域

にかけてサーフィンを楽しむ若者達の様子など、 

海と生活との関わりを見つめ直し、そこに刻まれ

た記憶や文化、個人の思い出を表現した作品を紹

介した。 

開催期間 

令和 7年 9月 13日(土)～令和 8年 1月 12日(月) 

来場者人数 39,627名(97日間) 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28 展示風景  
図 28 協力：自衛隊 

千葉地方協力本部 
 
 

図 29  特設コーナー展示風景  

協力：自衛隊千葉地方協力 

本部 

 

図 30  展示ポスター  

協力：自衛隊千葉地方協力 

本部 

 

図 31 海苔枠展示風景  
図 30 協力：千葉県立中央博物館 
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イ 銚子市教育委員会 

銚子の沖合は、水深 200mの大陸棚が広がり、北

上する黒潮と南下する親潮、そして利根川の流入

による交錯で日本有数の好漁場を形成している。

県内外の旋網やサンマ棒受網、沖合底曳網漁業な

どの大型漁船漁業から、釣り、延縄、小型底曳網

漁業などの小型漁船漁業に至るまで、さまざまな

漁業が営まれている。そうした背景のもと、銚子

漁港は全国屈指の水揚げを誇り、水揚げされる魚

種は、サバ、マイワシ、サンマといった多獲性魚

のほかに、カツオ、マグロなどの回遊魚、キンメ

ダイやヒラメ、カレイなどの底魚類まで、約 200

種類に及ぶ近海の魚介類が水揚げされている。 

今回の展示では、銚子市教育委員会の収蔵資料

の中から千葉県の漁法として特色ともいえるサバ

を釣る伝統的漁具を展示した。外房で使用された

「はいから」は、１本の糸に 70～80本もの疑似針

（ビニールテープなどが巻かれた針）を付けた仕

掛けを使い、コマセ（撒き餌）で魚を集めてサバ

を誘い出す、船から行う一本釣りの一種である。

現代の「サビキ釣り」の原型とも言え、手軽にサ

バを爆釣できる人気の釣り方であり、当時として

は画期的であった。また、江戸時代初期に紀州か

ら来た漁民によって鰯などを捕る「八手網
はちだあみ

」がも

たらされた。八手網は敷き網の一種で、浅い袋状

の網を 2艘の船で海底近くに敷き広げ、魚が網の

上に来たときに引き上げる漁法である。銚子の漁

業の一端を垣間見ることができる展示となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 関連イベント 

(1) 講演会 

日時：10月 18日（土）13:30～15:00 

会場：サイエンスドーム 

講師：日本製鉄株式会社 主幹研究員 吉村 航 

対象：千葉県立現代産業科学館展示・運営協力会

会員及び一般来館者 

参加人数：66名 

科学技術に関する講演をとおして、来館者の知

的好奇心を刺激し、科学への興味・関心を高める

ことを目的とした。本企画展との関連性を踏まえ、

日本製鉄株式会社主幹研究員である吉村航氏を招

き、「東京湾と海の森づくり」を演題として講演を

行った。 

 近年、地球全体の二酸化炭素の循環における海

の生き物の役割が注目される一方で、沿岸の開発

や温暖化による海の環境の変化が問題になってい

る。本講演は千葉県立現代産業科学館展示・運営

協力会理事および君津市の日本製鉄株式会社の協

力により実施した。同社技術開発本部先端技術研

究所が取り組む、鉄をつくる過程で発生する鉄鋼

スラグを活用した海の環境再生の研究について紹

介した。 

前半は、鉄の製造方法についての説明があり、

再生に利用する鉄鋼スラグの生成過程までスライ

ド資料を用いて紹介した。参加者は講師の質問に

答えながら、意欲的に参加していた。 

後半は、本題である藻場の再生が海にどのよう

な影響を与えるかについて、具体例や画像を示し

ながら、これまでの研究成果の解説が丁寧に行わ

れた。特に講演終了後の質疑応答では、大人から

だけではなく小学生からも環境に関する質問が寄

せられ、環境問題への関心が、幅広い世代に広が

っていることを実感できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 34講演会「東京湾と海の森づくり」 

 

図 33  会場の様子 
図 32  はいから・八手網展示風景 
図 32  協力：銚子市教育委員会  
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(2) 読み聞かせ 

実施期間：10月 18日（土）11:00～11:40 

会場：市川市中央図書館（こどもとしょかん） 

講師：市川市生涯学習センター職員（読み聞かせ） 

普及課職員（ビー玉顕微鏡） 

参加人数：24名 

本イベントは「おにたかとらい」三者連携イベ

ント及び企画展関連イベントとして、読み聞かせ

を実施した。企画展「うみ・千葉めぐり～魅力あ

ふれる海の仕事～」の開催中であることから、読

み聞かせ本のテーマを「うみ」とした。また、当

館によるミニ体験コーナー「ビー玉顕微鏡で見て

みよう」を加え、25 分の読み聞かせと 15 分のミ

ニ体験という流れで実施した。当日は会場全体が

和やかな雰囲気に包まれ、子どもたちが絵本の世

界に引き込まれていた。 

未就学児とその保護者が多く参加し、海が登場

する絵本を扱ったり、イカやタコの足の本数クイ

ズを行ったりした。また、海の生物の特徴を捉え

たリズム体操を行った。参加者は意欲的にクイズ

に答えたり、集中して読み聞かせに耳を傾けたり

しており、海に関わるものごとに興味・関心を示

していた。特にリズム体操では、職員の掛け声に

合わせて発声し、楽しみながら海の様子や海洋生

物の特徴について触れることができた。後半の「ビ

ー玉顕微鏡で見てみよう」では、植物の葉などを

ビー玉顕微鏡で実際に観察した。さらに保護者の

スマートフォンで画像を拡大・撮影することで、

手軽にミクロの世界を観察できる楽しさや魅力を

伝えることができた。参加者からは「親子で一緒

に楽しめた」「海のことをもっと知りたくなった」

といった声も寄せられ、学びと体験が結びつく充

実した時間となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ポンポン船をつくろう 

実施期間：11月 1日（土） 

①10:00～11:00 ②14:00～15:00  

会場：体験学習室 

講師：当館主任技術員 

参加人数：計 46名 

ポンポン船は、ロウソクなどの熱で水を蒸気に

変え、膨張と収縮を繰り返すことで水を押し出し、

推進力を得る「小さな蒸気機関」である。船の種

類や仕組み、科学や航海技術の発展に伴う海の活

用について触れ、船や海、科学への興味・関心を

高めることを目的とした。 

参加者は企画展との関連として、船の動力につ

いて学ぶ活動であることの説明を受け、工作の手

順や注意点を聞いた。保護者や職員の手を借りな

がらアルミパイプを曲げたり、加熱部とロウソク

の位置を調整したりと、さまざまな工夫を凝らし

ながら工作に取り組んでいた。船体に絵を描いた

り、装飾の旗の形を整えたりと、各自で工夫を凝

らしていた。工作が上手くいかなかったり、船が

進まなかったりした場合でも、講師や職員の説明

をよく聞き、改善を重ねることで、全員が船を進

ませることができるようになった。試行錯誤を重

ねたうえで成功した参加者が多く、船が進み始め

る瞬間は歓声を上げ、「頑張れー」と応援するなど

熱が入り、達成感を味わっている様子であった。

参加者の中には、市販のものを自分で購入し、さ

らに工夫したいという子どももいた。ものづくり

の楽しさに加え、熱エネルギーが動力へ変わる仕

組みを体感的に理解できる機会となり、学びと遊

びが結びついた充実した活動となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 35 読み聞かせの様子 

 

図 37 実験の説明 

 

図 36  普及課職員による説明 

かぶ 

 

図 38 船を浮かべている様子 
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(4) 海図の紙バッグをつくろう 

実施期間：11月 8日（土） 

①10:30～11:00 ②13:40～14:10  

会場：体験学習室 

講師：海上保安庁海洋情報部企画課職員 

参加人数：計 19名 

海上保安庁海洋情報部の仕事や海図についての

解説を聞いたのち、使用済みの海図を使った紙バ

ッグ作りを行った。すでに折筋をつけてある海図

にしっかりと折り目を付け、糊で貼り合わせて形

を整えていく作業を進めた。A4サイズが入る実用

的な大きさで、使用する海図は一人ひとり異なる

ため、同じ工程でも仕上がりに個性が出る点が魅

力となった。さらにバッグの口の折り具合で大き

さを変化させられるため、兄弟の参加者でもオリ

ジナル感が出せ、参加者は満足していた。 

作業中には、海図に描かれた地形や記号に興味

を示し、「この線は何を表しているのか」「どんな

仕事で使われるのか」と職員に質問する姿も見ら

れた。海図や海洋情報部の仕事に強い関心を持つ

参加者もおり、体験後には職員と熱心に会話を交

わし、実際の業務内容や海の安全を支える取り組

みについて理解を深めていた。完成した紙バッグ

を手に記念撮影をする参加者も多く、海に関する

知識とものづくりの楽しさが結びついた、思い出

に残る体験となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 作って学ぼう「イカキャッチャー」！ 

～イカは何を食べるのかな？～ 

実施期間：11月 15日（土） 

①10:30～11:00 ②11:40～12:10 

③13:40～14:10  ④14:50～15:20 

会場：体験学習室 

講師：東京大学大気海洋研究所 

   博士 小川 展弘 

   博士 阿瀬 貴博 

   学術専門職員 羽山 和美 

参加人数：計 40名 

東京大学大気海洋研究所は、海洋と大気の構造

や変動メカニズム、海洋生物に関する基礎的研究

を推進するとともに、地球環境の変動や海洋生物

群集の変動など、人類と生命圏の存続にとって重

要な課題の解決につながる研究を展開してきた。 

講師 3名を迎え、研究所の取組の紹介に加え、

イカの体色の変化や個体による生殖行動の違い、

体の各部位や触腕の特徴について説明を受けた。

その後、触腕を模した玩具づくりを行い、実際に

餌を捕まえる体験を行った。餌にはイカが実際に

捕食する生物と、そうではない生物が用意され、

背面には生物の名称や特徴が記載されていた。イ

カを始め、さまざまな海洋生物について学ぶこと

ができた。参加者の中には、大人顔負けの知識を

持って講師に質問をする児童や、イカの生態に興

味を持ち始めた保護者も見受けられた。会場は終

始活気にあふれ、講師の話に熱心に耳を傾ける姿

が多く見られ、親子で海の不思議に触れる貴重な

学びの場となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 41 イカの生態について 
図 41 協力：東京大学大気海洋研究所 
 

図 39 海図の紙バッグをつくろう体験風景  

図 39 協力：海上保安庁海洋情報部 

 

図 40 海図の紙バッグ完成品  

図 40 協力：海上保安庁海洋情報部 

 

図 42 イカキャッチャー  
図 42 協力：東京大学大気海洋研究所 
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(6) 手旗信号と国際信号旗を体験しよう（制服着

用体験含む） 

実施期間：11月 22日（土） 

① 9:30～10:10 ②11:00～11:40 

③13:30～14:10 ④15:00～15:40 

会場：研修室・企画展示室前 

講師：海上自衛隊職員 

参加人数：計 45名（制服着用体験は 51名） 

 海上では他船とコミュニケーションをとり、船

を安全に進める必要がある。海上自衛隊航海科の

お仕事体験として、そのコミュニケーション手段

である手旗信号と国際信号旗の体験を実施した。 

 参加者は赤と白の手旗を持ち、ゼロから 14まで

の原画（基本の形）と起信・往信・終信といった

一連の動作を学び、実際の通信手段に沿ったゲー

ムに挑戦した。最初は戸惑いながらも、回数を重

ねるごとに動きがそろい、参加者同士で合図が通

じた瞬間には笑顔が広がった。国際信号旗では、

外国の船との往信に使うことを学んだ後、旗の意

味を覚えるカードゲームや、保護者と協力して言

葉をつくる活動が行われ、どの回も和気あいあい

とした雰囲気が広がり、言葉ではないコミュニケ

ーションツールの重要性を理解する機会になった。 

併せて、海上自衛隊の制服着用体験も終日行わ

れ、延べ 51名が参加した。4種の制服を着用して

写真撮影を楽しむほか、着替えの合間には自衛隊

職員との交流や質問も活発に行われ、仕事への関

心を深める姿が見られた。参加者からは「実際の

仕事が身近に感じられた」「将来の夢が広がった」

といった声も聞かれ、体験を通じて海の安全を支

える仕事への理解が一層深まる時間となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) ワークシート 

展示内容について、より興味を持ってもらうこ

とを目的として、未就学児向け、小学生向け 2種

類のワークシートを作成した。企画展示室入口に

2 種類のワークシート、バインダー、鉛筆を配置

し、自由に参加できる形をとった。未就学児や小

学生が団体で来館した際は配置せず、団体以外の

見学者には個別に声をかけ参加を促した。 

未就学児向けシートは天井クレーンシミュレー

タや釣りコーナーなど、9 つの展示の中から体験

したものに丸をつける内容とした。小さな子ども

でも参加できるものとなっており、スタンプラリ

ー感覚で 9つすべてを巡った家庭もあった。 

小学生向けシートでは展示内容に関する選択問

題を 6問出題した。答えは全てパネル内に書かれ

ており、4 問は単語や数字を答える問題となって

いたため、取り組みやすい様子であった。残りの

2 問は理由や目的をパネル内から文章で読み取る

必要のある問題とし、パネルにしっかりと目が向

くよう工夫した。 

 未就学児向けシートは 3つ以上丸がついた場合、

小学生向けシートは全ての問題が解けた場合にカ

ウンターで缶バッジを配布した。配布数は平日の

1日平均が約 6個、休日の 1日平均が約 60個とな

った。缶バッジの配布はワークシートに取り組む

モチベーションとなり、また衣服につけることに

よる他の来館者への宣伝として、効果的であった。

他にも、2 種類のシートはどちらも裏面をぬり絵

として楽しめるようにし、家に持ち帰ってからも

話題になるよう工夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 44 配布用缶バッジデザイン 

 図 43 手旗信号体験風景 

協力：海上自衛隊 
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5  広報 

(1) 公式ホームページ・公式 X 

企画展の広報について、今回は特に公式ホーム

ページおよび公式 SNS（X）における情報発信に注

力した。各単元の展示資料を取り上げたり、関連

イベントについて紹介したりして、継続的に広報

を行った。企画展の関連内容を掲載した折には、

普段の 2～3倍程度の閲覧数となり、多くの関心が

得られた。 

 

6 アンケート 

(1) 開催期間   10月 11日(土)～11月 30日(日) 

(2) 開催日数  開館 44日間 

(3) 入場者数  11,591名 

(4) アンケート結果概要 

〈集計方法〉 

開催期間中、会場内にアンケートコーナーを設

け、自由回答する方式。web上での回答にした。自

由記述は内容により分類。 

〈回答数〉297件 

 

ア 企画展の感想について 

(ｱ) 展示全体はいかがでしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 展示資料（質や量、種類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 展示場（配置など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｴ) 解説パネル（分かりやすさ） 

 

 

 

 

 

 

 

イ 企画展で印象に残ったものについて 

展示の内容 意見数 

和田浦での捕鯨 ６２ 

防災シェルター ４５ 

天井クレーンシミュレータ ２１ 

昔の漁業・漁具（浦安・銚子） １２ 

海上保安庁 ８ 

海上自衛隊 ６ 

サーフボード・ウェットスーツ ５ 

千葉の発展を支える千葉港 ５ 

夢あじ ４ 

江戸っ子 1号 ３ 

タブレットによる仕事体験 ２ 

 

ウ ご意見・ご感想・ご要望について 

ご意見・ご感想・ご要望 意見数 

勉強になった・素晴らしかった １９ 

楽しかった １７ 

子供が楽しんでいた １３ 

展示の仕方が良かった ７ 

体験できるものがあって良かった ５ 

スタッフの対応がよかった ４ 

パネルの位置が子供には高い ２ 

図 45 企画展の感想 展示全体 

 

図 46 企画展の感想 展示資料 

 

図 48 企画展の感想 解説パネル 

 

図 47 企画展の感想 展示場 
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（一部抜粋・原文掲載） 

・もっとやってほしい 

・海を感じることができました 

・いろいろな企画満載で楽しめました！ありがと

うございます！ 

・くじらのひげを触れたのが楽しかったです。 

・楽しく鑑賞させていただきました。 

・とても楽しく遊べた 

・津波とか来ても安心だとおもいました。 

・価格が安くて、内容もすばらしい。 

・住んでいる都道府県のことを知ることができ良

かったです。 

・500 円で色々知れるのは素晴らしいです。ぜひ

小さい子供達に知って欲しい。 

・周囲を海洋に囲まれた千葉県の施設であること

を強く活かした展示会だったと感じます。 

・別の科学館で海についての企画展を見たので、

同じような企画展かと思いましたが、現代産業

科学館らしい展示でとても面白かったです！ 

・幅広く千葉の海関係を知ることができ、中学生

の勉強にもなりました。 

・千葉のことが分かってよかった。 

・とてもためになる、企画展でした。 

・海なし県に育ったのであまり 海のことを知り

ませんでしたが いろいろ知らないことを教え

てくれてありがとうございます 

・学びを含め楽しく時間を過ごせました。 

・千葉県の漁業や海上関係や海に関する仕事など、

過去と未来の様子がわかり楽しかったです。夢

あじ食べてみたいです。 

・とても面白く、知らないことが多く新しい発見

がたくさんあった。知らない用語が多く少し難

しいと思った。 

・中身が良いので、もっと多くの子供や市民へ広

報活動した方が良いと思った。 

・未就学児も実物を見て楽しめた。 

・いろんな体験型のイベントがあり子どもが楽し

みながら学ぶことができた 

・子どもと一緒に楽しみながら、学ぶことができ

ました。 

・子どもたちのクイズの幼児用、小学生用と分か

れていてそれぞれ楽しめました。 

・クイズが一番楽しかった。 

・釣りができて楽しかった。 

・子どもが楽しめるものがたくさんあって良かっ

たです！ 

・小さい子供連れでもとても楽しめました。あり

がとうございました。 

・企画ありがとうございます。子供と一緒に楽し

むことができました。 

・こどもが海が好きで、イカキャッチャー作りに

参加しました。とても楽しむことができました。 

・親子共々楽しめました 

・子供が体験できるコーナーが良かった。 

・子どもが体験できるものが多く楽しかったです。 

・平日で空いておりクレーン体験できてよかった。 

・子供は天井クレーン、ごっこランドを楽しんで

いました。 

・体験するところがもっと欲しい 

・パネルが子供には位置が高いなと思いました。 

・クレーンシミュレータも本格的で面白かった。 

店員さん方も雰囲気のいい方ばかりで過ごしや

すかった。 

・スタッフの方々が声をかけてくださり、色々説

明してくれてとても分かりやすく興味深かった

です。子どももとても楽しんでいました。 

・部屋の上部にある港の全景スクリーン、みなさ

んの解説と優しい声かけ、やっぱり印象は人で

決まるな、と思いました。 

・説明してくださり、わかりやすかった 

・漁業の展示の男性人形が、釣りの雰囲気をよく

表していました。 

・丁寧な説明だと感じました 

・展示物の隣にビデオでの解説があり非常に理解

がしやすかった。 

・解説パネルも子ども達が読みやすいようにフリ

ガナしてあり内容も細かくわかりやすかった。 

・説明文の文字が大きくて良かったです。位置は

子どもには少し高いかも。 

・捕鯨の写真は見たことがあったが動画を見れた

のがすごく貴重だった。来て良かった！ 

・企画展だけで終わらせるのではなく、海の歴史

や最近の取り組みは、常設展示とし、千葉県と

してもっとアピールすべきです。 
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7 成果と課題 

今回は海に関わる産業や職人の技術、海との関

わり方を紹介することをコンセプトとし、見学者

に海への新たな視点や産業への理解、千葉県の海

を中心とする郷土の海への理解、さらに各企業や

団体が有する技術や製品の体験を提供することを

目指して本企画展を実施した。40近い企業や研究

機関、学校、団体などの協力を得て、海に関わる

さまざまな産業や技術、海との関わり方を広く紹

介することができた。 

展示方法として、体験型はもちろん、実際に触

れられる展示を多く取り入れ、より身近に感じら

れるよう工夫した。展示に際しては、資料を支え

る土台や装飾品を自作することも多く、手作り感

溢れる展示会とすることができた。アンケート結

果を見ると「満足」と「まあまあ満足」を合わせ

て 100%となっており、実際に触れられて体験でき

る資料を数多く展示したことが、見学者の満足度

につながったと考えられる。また、アンケートの

コメントの中に、「地元である千葉県の内容につい

て学ぶことができた」旨が見受けられた。主たる

見学者である千葉県の人々が地元に関して学ぶこ

とができる内容であったのも、満足度が高かった

要因の一つであると考える。さらに見学者から協

力企業への問い合わせや、協力企業同士の繋がり

など、企画展を通じて、会場内の展示活動に留ま

らず、会場外でも新たなつながりが発生した。展

示をきっかけに広がる交流が確認できたことは、

本企画展の意義をさらに高める成果である。 

今年度はキャリア教育の一環として、企業や職

人へ職業インタビューを実施した。業務内容はも

ちろん、それぞれの職業観についても話題にし、

パネルとした。特に小中学生向けを意識して取り

組んだ内容であったが、やや情報量が多く、じっ

くり見ることができるまでの工夫には至らなかっ

た。インタビュー内容の精選、掲示の方法など、

見学者の目により留まりやすく、読みやすい工夫

が必要と感じた。 

今後も企業、研究機関、団体、学校など多様な

協力先との連携を深め、見学者がさまざまな産業

や身の回りの科学技術に新たな視点を持つきっか

けとなるような企画を、考えていきたい。 

8 おわりに 

本企画展を実施するにあたり、さまざまな企業

や団体の方々から共通して挙げられた話題は、

「人手不足」と一般の方々への「認知不足」であ

った。特に第 1～２次産業に分類される職種は、

私たちの生活を支える基盤であるにもかかわら

ず、業界の厳しい現状が一般の方々へ届いていな

いと訴える声が多く聞かれた。企画展への協力に

も、「世間への PRにつながれば」という想いが込

められていた。本企画展を通して、協力団体を始

めとする海に関わる仕事が、少しでも世間に広く

知れ渡っていくことを強く願う。 

本展の開催に際しては、調査段階から協力して

いただいた企業や関連団体との繋がりを大切に

しながら行った結果、展示会の成功につながった

と感じている。準備段階から、皆様から貴重なお

話をいただき、多大な御協力･御支援をいただい

たことに心から御礼申し上げたい。 
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<協力> 

勇魚文庫 

外川ミニ郷土資料館 

アサガミ株式会社 

アルファリアリティ株式会社 

岡本硝子株式会社 

株式会社カルホルニアハワイプロモーション 

株式会社キッズスター 

株式会社さかなドリーム 

相模運輸倉庫株式会社 

株式会社シグマ 東京クレーン学校 

次世代海洋調査株式会社 

澁澤倉庫株式会社 

大王海運株式会社 

東洋合成工業株式会社高浜油槽所 

日本サイロ株式会社 

日本製鉄株式会社技術開発本部先端技術研究所 

日本通運株式会社 

額賀屋染工場 

株式会社ネクストレベル 

株式会社光レジン工業 

三菱ロジスネクスト株式会社 

株式会社モトヤ 

山九株式会社 

ワンハイラインズ 

一宮町観光協会 

千葉地区港運協会 千葉港運協会 

千葉港港湾運送事業協同組合 

一般社団法人日本マルチコプター協会 

港湾職業能力開発短期大学校横浜校 

東京大学大気海洋研究所 

海上保安庁海洋情報部 

防衛省自衛隊千葉地方協力本部市川募集案内所 

内閣府戦略的イノベーション創造プログラム第３期「海洋安全保障プラットフォームの構築」  

浦安市郷土博物館 

千葉ポートタワー 

銚子市教育委員会 

南房総市和田地域センター 

千葉県環境生活部温暖化対策推進課 

千葉県農林水産部水産局水産課 

千葉県農林水産部水産局漁業資源課 

千葉県県土整備部港湾課 

千葉県県土整備部千葉港湾事務所 

千葉県水産総合研究センター 

千葉県立銚子商業高等学校 

千葉県立大原高等学校 

千葉県立館山総合高等学校 

千葉県立中央博物館 

（敬称略･順不同) 

 

<後援> 

朝日新聞千葉総局／読売新聞千葉支局／毎日新聞

社千葉支局／産経新聞社千葉総局／東京新聞千葉

支 局 ／ N H K 千 葉 放 送 局／ 千 葉 日 報 社 ／        

／日刊工業新聞社千葉支局 

 

<特別協力> 

船の科学館「海の学びミュージアムサポート」 

 

（敬称略･順不同） 
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所蔵 資料名（正式名） 所蔵 資料名（正式名）

1 浦安市郷土博物館 アオギス用脚立 52 株式会社光レジン工業 製品紹介パネル

2 浦安市郷土博物館 ガタ 53 株式会社光レジン工業 製品紹介動画

3 浦安市郷土博物館 いか藻 54 一般社団法人日本マルチコプター協会 マリンボード（プロポ含む）

4 浦安市郷土博物館 ベカ舟（実物大） 55 一般社団法人日本マルチコプター協会 マリンボード（プロポ含む）

5 浦安市郷土博物館 ベカ舟（小型模型） 56 海上保安庁海洋情報部 海図（銅板）

6 浦安市郷土博物館 打瀬船（小型模型） 57 海上保安庁海洋情報部 海図（紙）

7 浦安市郷土博物館 釣り竿 58 海上保安庁海洋情報部 海底地殻変動観測に使用する海底基準局の模型

8 浦安市郷土博物館 アオギス剥製 59 海上保安庁海洋情報部 西之島の溶岩

9 浦安市郷土博物館 餌箱 60 海上保安庁海洋情報部 海水の塩分濃度等を図る機器（プローブ）

10 浦安市郷土博物館 びく 61 海上保安庁海洋情報部 海水の塩分濃度等を図る機器（XCTDのランチャー）

11 浦安市郷土博物館 アオギス写真 62 海上保安庁海洋情報部 海図作製に使用していた昔の道具（錘）

12 浦安市郷土博物館 いか藻イラスト 63 海上保安庁海洋情報部 海図作製に使用していた昔の道具（鬢付け油）

13
勇魚文庫

（南房総市くじら資料館）
グリーナー砲 64 海上保安庁海洋情報部 海図作製に使用していた昔の道具（六分儀）

14
勇魚文庫

（南房総市くじら資料館）
手投げ銛 65 海上保安庁海洋情報部 海図作製に使用していた昔の道具（三かん分度器）

15
勇魚文庫

（南房総市くじら資料館）
大包丁 66 海上保安庁海洋情報部 パネル「海底地殻変動観測」

16
勇魚文庫

（南房総市くじら資料館）
小包丁 67 海上保安庁海洋情報部 海洋情報業務紹介DVD

17
勇魚文庫

（南房総市くじら資料館）
万祝 68 自衛隊千葉地方協力本部 市川募集案内所 艦艇模型「護衛艦くまの」

18
勇魚文庫

（南房総市くじら資料館）
万祝人形 69 自衛隊千葉地方協力本部 市川募集案内所 艦艇模型「輸送艦しもきた」

19
勇魚文庫

（南房総市くじら資料館）
解体写真 70 自衛隊千葉地方協力本部 市川募集案内所 艦艇模型「ミサイル艇おおたか」

20
勇魚文庫

（南房総市くじら資料館）
錦絵（解体）コピー 71 自衛隊千葉地方協力本部 市川募集案内所 艦艇模型「護衛艦あたご」

21
勇魚文庫

（南房総市くじら資料館）
クジラ髭 72 自衛隊千葉地方協力本部 市川募集案内所 艦艇模型「護衛艦たかなみ」

22
勇魚文庫

（南房総市くじら資料館）
クジラ骨格 73 自衛隊千葉地方協力本部 市川募集案内所 艦艇写真パネル

23
勇魚文庫

（南房総市くじら資料館）
平頭銛 74 自衛隊千葉地方協力本部 市川募集案内所 巨大ポスター

24
勇魚文庫

（南房総市くじら資料館）
食品サンプル 75 自衛隊千葉地方協力本部 市川募集案内所 手作り音楽隊ボックス

25
勇魚文庫

（南房総市くじら資料館）
缶詰 76 自衛隊千葉地方協力本部 市川募集案内所 顔出しパネル

26
勇魚文庫

（南房総市くじら資料館）
鯨の料理本 77 岡本硝子株式会社 江戸っ子１号「HSG」

27
南房総市くじら資料館

和田町コミュニティセンター
パネル「南房総の捕鯨」 78 岡本硝子株式会社 ガラス球

28 額賀屋染工場 大漁旗 79 株式会社カルホルニア ハワイプロモーション サーフボード①（削り出し前）

29 外川ミニ郷土資料館 メンパ 80 株式会社カルホルニア ハワイプロモーション サーフボード②（断面見えるもの）

30 外川ミニ郷土資料館 カジキマグロの針（骨） 81 株式会社カルホルニア ハワイプロモーション サーフボード③（完成品）

31 外川ミニ郷土資料館 網張道具 82 株式会社カルホルニア ハワイプロモーション サーフボード④（フォトスポット用）

32 銚子市教育委員会 浅利式メガネ 83 株式会社カルホルニア ハワイプロモーション ボードスタンド

33 銚子市教育委員会 アワビとり器 84 株式会社カルホルニア ハワイプロモーション 紹介動画

34 銚子市教育委員会 さば釣り具はいから 85 株式会社ネクストレベル ウエットスーツ（最新）

35 銚子市教育委員会 海苔きり枠　枠① 86 株式会社ネクストレベル ウエットスーツ（昔のもの）

36 銚子市教育委員会 海苔きり枠　枠② 87 株式会社ネクストレベル ウエットスーツ（腕部分のみ）

37 銚子市教育委員会 海苔きり枠　簾① 88 千葉県立大原高等学校 釣り竿（カツオ漁用）

38 銚子市教育委員会 海苔きり枠　簾② 89 千葉県立大原高等学校 仕掛け針（カツオ漁用）

39 銚子市教育委員会 八手網 90 千葉県立大原高等学校 潜水セット（ボンベ、マスク等）

40 銚子市教育委員会 万祝 91 千葉県立大原高等学校 大漁旗

41 アルファリアリティ株式会社 天井クレーンシミュレータ 92 千葉県立銚子商業高等学校 カラー魚拓

42 トヨタL＆F フォークリフト 93 千葉県立館山総合高等学校 缶詰見本

43 東洋合成工業株式会社高浜油槽所 工場施設ジオラマ 94 千葉県立館山総合高等学校 ロープワーク見本

44 東洋合成工業株式会社高浜油槽所 試薬品 95 千葉県立館山総合高等学校 びん玉

45 株式会社光レジン工業 防災・救命シェルターCL-HIKARi 96 千葉県立館山総合高等学校 たも網

46 株式会社光レジン工業 防災グッズ（ヘルメット） 97 千葉県立館山総合高等学校 サンドブラスト作品

47 株式会社光レジン工業 防災グッズ（救命胴衣） 98 千葉県立館山総合高等学校 機械加工作品

48 株式会社光レジン工業 製品断面（厚手） 99 千葉県立館山総合高等学校 マグロ針ストラップセット

49 株式会社光レジン工業 製品断面（薄手） 100 千葉県立館山総合高等学校 魚類の透明骨格標本

50 株式会社光レジン工業 CL-HIKARi 角型プレート 101 港湾職業能力開発短期大学校横浜校 学校紹介DVD

51 株式会社光レジン工業 防災製品等推奨品マーク 丸形プレート 102 株式会社キッズスター ごっこランド（タブレット）

企画展「うみ・千葉めぐり～魅力あふれる海の仕事～ 」借用資料一覧


